




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2－1式 12－2式 2－3式 2－4式 2－5式 2－6式















































































2－1式 2－2式 2－3式 2－4式 2－5式 2－6式
修正済R21・．・42 …371・．・3・1・．・411・．・35 0．034
F値3．942＊＊2．538＊＊3．046＊＊
自由度　3．196　 5．194　 3．196
定数項σ　　1．201＊＊　0．611
t値3．206　0．829
1．719＊＊　　　1．100
3．161　　　　1．401
5．497
0．053
1．541＊＊
2．203
定数項b
t　　値
1．540
0．067
Gの係数　一〇．034＊　　0，063　　－0．284　　－0，017
t　値一1．　766　0．　581　－1．　541　－O．　424
0．012　　　　－0．194
0．188　　　　－1．278
Tの係数　一〇．035
t　値一1．135
0．Ol6　　　一α155　　　－O．018
0。100　　　　－0．995　　　　－0．274
0．018　　　　－0．165
0．193　　　　－1．266
1の係数　　0．201＊＊　0，212＊＊　O．　380＊＊　0．101　　－0．156
t値2．470　2．563　2．113　0．589－0，202
0．442＊＊
2．402
02の係数
轣@値
一〇．004
|0，908
T2の係数
f　値
一〇．004
|0，324
注：＊＊は5％水準， ＊は10％水準で有意を表わす。
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表2－5　パラメータの推定（0落し，従属変数：画像十音声情報の再生個数）
［・－1式12－2式12－3式12－4式 2－5式　　2－6式
修正済R2 P…411…5・1…27｝…4・｝…39｝…29
F　　値
自由度
定数項a
t　値
定数項b
t　値
Gの係数
t　　値
Tの係数
t　　値
1の係数
t　　値
G2の係数
t　値
T2の係数
t　値
2．691＊＊
3．117
1．455＊＊
3．122
一〇．024
－0．999
一〇，007
－0．167
0。251＊＊
2．572
2，253＊＊
5．115
0．454
0．509
0．201
1，538
一〇．047
－0．236
0．291＊＊
2．911
一〇．010＊
－1．742
0．005
0．287
2。091
3．117
1。695＊＊
2．536
一〇．121
－O．538
0．002
0．113
0．513＊＊
2．351
1．910
1。235
一〇．048
－0．592
一〇．013
－0．101
0．504
1．528
2．911
1．240
1．641＊＊
2．856
1：劃＿
0．039
0．　546
一〇．028
0，356
一〇．396
－O．624
一〇．542
－0．474
一〇．002
－O．020
0．303＊＊
2．391
注：＊＊は5％水準，＊は10％水準で有意を表わす。
表2－6パラメータの推定（0落し，重み付き，従属変数：画像＋音声情報の再生個数）
2－・式12－・2式12－3式 2－4式12－5式 2－6式
修正済・・1・．・5gl…521…4・1…5gl…5・1…42
F　　値
自由度
定数Pt　a
t　　値
定数項b
t　　値
Gの係数
t　　値
Tの係数
t　　値
1の係数
t　値
Gtの係数
t　　値
T2の係数
t　値
3．496＊＊
3．117
1．606＊＊
3．616
一〇．038＊
－1．681
℃．003
－0，088
0，245＊＊
2．625
2．307＊＊
5。115
1．085
1．267
O．　089
0．710
一〇．048
－0。251
0．267＊＊
2．780
一〇．006
－1．023
0．004
0。　280
2．730＊＊
3．117
2．098＊＊
3．290
一〇．290
－1．355
0．001
0．005
0．482＊＊
2．315
2．211
1．520
一〇．076
－1．016
O．　007
0．054
0．490
1．592
2．790
1．818
1．　957＊＊
2．980
：1：！ggL
0．067
0．782
一〇．025
－0．350
一〇．409
－O．834
一〇．132
－1，198
一〇．011
－0．113
0．293＊＊
2．368
注：＊＊は5％水準， ＊は10％水準で有意を表わす。
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TVCFの提示情報量と提示方法に関する検討（上田）
は，統計的に有意となり，検証された。従っ
て，広告の対象とする消費老がどの程度の関
心を持っているかによって，提示情報量を変
えていく必要があろう。
皿．商品属性情報の
　　想起確率決定要因の検討
　この章では一定数の属性情報（10個に限
定）が15秒間にある秒数画面上に登場する
とした場合，属性情報の再生に影響を与える
要因の検討を行なう。
3－1．　分析枠組
　15秒間のTVCFの商品属性情報の想起確
率決定に影響する要因を検討するための分析
枠組を示すと以下の図3－1のようになる。
　この分析枠組では，想起確率決定要因は情
報属性とパーソナル特性に大別される。情報
属性は，情報処理器官に影響を与え，パーソナ
ル特性は情報処理意欲に影響を与える。そし
てこの情報処理意欲は情報処理器官に影響を
与え，結果的に個人の情報を想起する確率に
影響を及ぼすということになる。パーソナル
特性は商品に対する関心度だけを用いたが，
情報属性としては①提示時間，②画面当りの
情報量，③提示位置，④文字種，⑤文字の長
さ，⑥タイミング，⑦情報優先度が挙げられ
る。以下この7属性について説明を加える。
①提示時間……各属性情報が画面上に表
　　　示されている秒数
②画面当りの情報量……対象となる属性
　　　情報が画面上に現われている間に同
　　　時に画面上にある情報量の秒当りの
　　　平均値
③提示位置……登場する10個の属性情
　　　報の位置をあらかじめ決めており，
　　　その位置が四隅であるか否か
④　文字種……用いられる文字種が漢字，
　　　かたかな，ロー一マ字，数字混じりの
　　　4種類のどれであるか
（情報属性）
提示時間
情報量／画面
タイミング
（パーソナル特性）
関　心　度
　情報処理器官
…丁一
情報処理意欲　i
青
報
想
起
確
率
図3－1　想起確率決定要因の分析枠組
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⑤文字の長さ……提示情報の字数
⑥タイミング……各属性情報の登場秒数
　　　のウェートが総じて前半にあるのか
　　　後半にあるのか
⑦情報優先度……消費者が商品を購入し
　　　ようとして外部に情報を求める場合
　　　の情報取得優先度（5点尺度のアン
　　　ケートにより求められる。APPEN・
　　　DIX　2を参照，アンケートの対象と
　　　しては別に100人の便宜サンプルが
　　　とられた。有効回答数は91であっ
　　　た。）
従って，仮説として以下のようになる。
H1：提示時間が長いほど情報想起確率は
　　　高くなる。
H2：同時に登場する平均情報量が大きい
　　　ほど情報想起確率は小さくなる。こ
　　　れは他の情報が被験者の注意力を分
　　　散させると考えられるからである。
H3：情報の提示位置が想起確率に有意な
　　　影響を与える。
H4：文字種の違いが想起確率に有意な影
　　　響を与える。
H5：文字数が想起確率に有意な影響を与
　　　える。
H6：属性情報の登場しているタイミング
　　　は想起確率に有意な影響を与える。
H7：情報優先度が高いほど想起確率は高
　　　くなる。
　　　　消費者が商品を購入しようとして
　　　外部に情報を求める場合，まず重要
　　　なものから求めようとする。例え
　　　ぽ，旅行に行こうとする場合，行先
　　　や時期，価格などの情報が優先して
　　　求められると考えられる。従って，
　　　この優先度の高い情報は，まず選別
　　　されて，記憶に入りやすく，想起確
　　　率も高くなるものと考えられる。
H8：商品への関心度が高いほど想起確率
　　　は高くなる。
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　なお情報量の測度に関してはllと同様であ
る。
3－2．　分析手順
　分析の手順についてはllの研究の図2－2と
同様である。それぞれの項目毎に説明すると
以下のようになる。
（1）実験広告の制作方法
　この研究においては広告の対象として旅行
パッケージを採用した。やはりインフォーマ
ティブな性格を持つ広告として選定した。制
作にあたっては商品属性情報の数を10個と
限定し，複雑化を避けるため音声情報はいれ
ずBGMのみをいれた。また背景は実験CF
lのように動画とせず，風景の静止画を用い
た。この静止画上に文字清報が2～10秒の提
示時間で表示される。各属性情報の位置は固
定されており，すべて表示されたときの画面
上の状態は次の図3－2のようになる。
・各属性情報の提示時間の決定
　2～10秒の整数秒とし重複を許して，ラン
ダムに10個取り出した。実験CF　1が40種
類あるので，それにあわせて属性情報10個
のある提示方法を1系列として，異なる提示
方法の系列が40系列つくられた。2～10秒
というのは実際の旅行パッケージのCF　8本
を参考として決定された。
・各属性情報の登場のタイミングの決定
　0～10の整数値を重複を許してランダムに
10個取り出した。これも40系列求められ
た。取り出された各数字がそれぞれの属性情
報の登場開始のタイミングを示している。但
し，例えぽ15秒提示の情報が10秒の内の10
秒目から登場することになると5秒間はみ出
すことになるので，そのはみだす分だけ前へ
移動させてある。
　例としてのCF　2の40本の内の1本目の
時間構成を示した図3－3を示す。これは15
TVCFの提示情報量と提示方法に関する検討（上田）
i十和田湖の旅i
3泊4日i
19月・10月
；レンタサイクルi
1秘湯の旅i　i紅葉の散歩道i
1⊥AKE　H（）TEL
i￥70，000
lBYANA
iジヤパンツアーi
0123　456　789101112131415（秒）
Zl
Z2
Z3
Z4
Z5
Z6
Z7
Z8
Zg
Z10
（属性）
図3－2　実験CF　2の画面構成 図3－3CF　2の時間構成図（1本目）
秒間のCFの内，何秒目から登場し，何秒間
提示されているかを示している。この図から
同時に登場している情報数も簡単にカウント
できる。
②　広告の提示方法
　実験CF　1と同様である。40種類のCF　2
の1本につき5人ずつの被験者に提示する。
㈲　結果の測定
　やはりリコール・プロトコルを用いて，回
答してもらい，どの属性が再生できたかを測
定する。ほぼ正確に再生できたものは1と
し，再生できなかったものは0とし，結果を
0，1データで表わした。この際数字を漢字
で再生しても，ローマ字をカタカナで再生し
てもよしとした。
　グラフ化に関しては，実証研究を参照。
（4）モデル化
　想起確率をRで表わすとモデル式は以下の
ようになる。
鰯畠＝σ（7ン勘，5ゴ化，1）L，，z）C1勘，1）C2勘，
　　　DC3廊，　CL，，　D7）喬，　P髭，石）
　　　　　　　　　　　　（第3－1式）
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但し，Tfk　：提示秒数の変数
　　　Sjk　：同時に画面上に登場する平均
　　　　　情報数の変数
　　DL，：属性情報の位置を表わすダミ
　　　　　ー変数，四隅＝1，その他＝O
　I）Cl，：文字種を表わすダミー変数，
　　　　　漢字の時＝1，それ以外＝＝O
　DC2k：文字種を表わすダミー・一・変数，
　　　　　カタカナの時＝1，それ以外
　　　＝O
DC3，：文字種を表わすダミー変数，
　　　ローマ字の時＝1，それ以外
　　　＝O
　CL，　：文字の長さを表わす変数
1）T」k　：登場する属性情報が前半に偏
　　　っているか，後半に偏ってい
　　　るかを示すダミー変数，前半
　　　＝1，後半＝O
　P陶：情報優先度，各属性情報のア
　　　ンヶ一トによる評価の平均値
　　ム：個人の旅行パッケージに対す
　　　る関心度
　　i：サンプル
　」：広告
　k：属性情報
　　O．6
　　0．5
平
均0・4
再0．3
生
率o・2
　　0．1
　　0
服
　
O
J
　
　
　
9
臼
　
　
　
－
↓
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
平
均
再
生
数
／
人
0
0，525
0．51
037 O，385
0305
0，255
O．24
0．19
0ユ55
0．07
　12345678910
　　　　　製品属性　NO．
1．十和田湖の旅　　6．　9月・10月
2．　3泊4日　　　7，レンタサイクル
3，秘湯の旅　　　　8．紅葉の散歩道
4，　LAKE　HOTEL　　　9．　BY　ANA
5．　￥70，000　　　10．ジャパンツァー
　図3－4　各属性の平均再生率
　23456789　　　　　　提示秒数
図3－5提示秒数ごとの平均再生数
10
“
　
脇
　
㎝
　
侃
　
o
　
平
均
再
生
数
／
人
　　12345678　　　同時登場属性数（四捨五入）
図3－6　同時登場属性数と平均再生数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．50．5
平o．4
均
再0．3
生
数0・2
／o．1
人
　　　0
備ンプ答）（29焼）（29急％）（24i％）（、島）（。．1％）
　　　　　　　　　　製品関心度
　　　　図3－7　製品関心度別の平均再生数
平
均
再
生
数
／
人
0，4
0．3
0．2
0．1
　0
　　　漢字　　　カタカナ　　ローマ字　　数字混じり
　　　　　　　情報伝達形態
　図3－8　情報伝達形態別の平均再生数
032
0，335
0，305
0．25
40
TVCFの提示情報量と提示方法に関する検討（上田）
　具体的なモデル式としては，確率推定とい
う観点からバイナリー・ロジットモデルを採
用する。
表3－1パラメータの推定
〈変　数〉 パラメータの値漸近t値
3－3．　実証研究の結果
属性情報の位置 0．587 3．13a
文字種（漢字） 一〇．385 トL69b
3－－3－1．結果のグラ7化
　実験CF　1と共にデータが得られた。まず，
CF　1の実験と同様にいくつかの切口で結果
を視覚化するためにグラフ化を行なった。
　図3－4は各属性情報がどの程度の率で再生
されたかを示すものである。かなりの情報間
でのぱらつきが見られる。これは提示形態が
異なっているため，ある程度は当然の結果で
あろう。
　図3－5は提示秒数別に一人平均の再生数を
表示したものであるが，他の提示要因が効い
ていないとすれば，情報の提示秒数による差
は見られないようである。
　同様に図3・－6は同時に画面に登場する平均
属性数（四捨五入により整数値化）を表わし
ているが，同時に多くの情報が登場しても8
個まで位ならば差は出ていないようである。
　図3－7は関心度別の一人当り平均再生個数
であるが，やはりCF　1での実験と同様，関
心度が高いほど高いようである。但し，最も
高い関心度5のサンプル割合は200人中の
0．5％であり，一人しかいないこととなり，
信頼性に欠けよう。
　図3－8は文字の種類別であるが，わずかな
がら差が見られ，漢字混じりが再生しにくい
ようである。
文字種（カタカナ）1 …63411・85b
関心度 0．200 2．64a
3－3－2，　ロジットモデルによる仮説の検定
　このバイナリー・ロジットモデルは質的選
択モデルであり，その中でも二値的選択モデ
ルとなる。即ち各属性情報を思いだしたか思
いださなかったかというように従属変数が1
あるいは0という二値しかとらず，バイナリ
ーチョイスモデルとなるからである。
　ここで独立変数の方は通常の線型回帰式と
41
注：但しaは1％水準，bは10％水準で統計的に有意
　を表わす。
同じく連続変数あるいはダミー変数が用いら
れる。
　第3－1式のRi」kはP（yiyk＝1），つまり従
属変数が1に等しくなる確率を表わしてお
り，0と1に挟まれるため，ロジスティック
分布関数を用いて，次のように定式化されて
いる。（10）
P（YidiC＝1）＝exp（PttJk）
　　　　／｛1十exp（μijk）｝（第3－2式）
　但し，μは第3－1式の独立変数からなる線
型の式となる。
　この第3－2式に最尤法が用いられ，各独立
変数のパラメータが推定された。
　漸近t値により統計的に有意を示したの
は，DL，，　DCI，，　DC2，，ゑのパラメータのみ
であった。まとめると上の表3－1のようにな
る。
　即ち，統計的に有意となったのは，文字位
置，文字種（漢字・カタカナ），関心度の4
つの変数のみであり，他の提示秒数等の変数
は有意となり得なかった。
　従って，提示された8つの仮説のうち，検
証されたのは，H3，　H4，　H8の3つの仮
説のみであった。（11）
3－4．結　論
　一般に広告における製品属性情報の想起確
率に影響を与えるのは，その情報の位置が四
隅であり，カタカナである場合が高く，また
個人に関しては関心度の高いほど想起確率が
高いことがわかった。またダミー変数の都合
上表面には出なかったが，数字混じりの場合
も想起確率は高いことが予想される。しかし
ながら漢字の場合は逆に想起確率は低くなる
ようである。情報の提示時間や同時に画面に
現われる情報数，文字の長さ，前半に現われ
るのか後半に現われるのかのタイミング，そ
して情報取得の優先度は統計的に有意となら
ず想起確率に影響を与えるとはいえなかっ
た。
　表3－1のパラメータの値を見ると情報がカ
タカナで書かれ，四隅に位置するという順に
効果があるため，特に伝達したい情報の場合
にはカタカナで書き，四隅に配置するという
ことが効果的であると思われる。
　ったので，想起した情報としてはカウソト
　しなかった。これについても想起情報とし
　てカウントすべきかどうかの問題が残る。
（2）総じてCF　1において用いた情報量は多
　すぎたようである。現実的にはさらに減ら
　して，1つ刻みに増加させていく方法をと
　る方が望ましいと思われた。
（3）CF　1において調整のためのウェートが
　低すぎるようであった。このウェートに関
　してはさらに大きく効くようなとりかたを
　し，再度調整を試みれぽ更にあてはまりは
　改善されると予想される。
　これらは主な問題点であるが，これらを改
善してこの研究を進めていく価値はあると思
う。それは今後の課題である。
IV．結びにかえて
　以上前半と後半の研究において画像及び音
声最適情報量の検討及び効果的な提示方法の
検討を行なってきたが，前半の研究において
は決定係数にみられるように説明力が低く，
後半の研究においては想起確率に影響を与え
る要因は思いのほか少なく，結果的には，ど
ちらの分析においても極めて明瞭な結果がで
たとは言い難いものがあった。これは広告研
究における複雑さを表わすものであり，今後
におけるかなりの努力を要するものであるこ
とを示している。
　しかしながら，前半の研究においては，従
来考えられていたように上に凸の2次曲線の
あてはまりがよく，後半においては，いくつ
かの想起確率を高める要因が明らかになった
ことは些かの貢献であると考えられる。
　しかしながら，更に次のようないくつかの
研究上の問題点も挙げられる。
（1）CF　1及びCF　2においては背景として，
　それぞれ製品，景色を映像として映し出し
　たが，これに関しては意図せざる情報であ
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（1）　人間工学教育研究会編『人間工学入門』日
　　刊工業新聞社，1983，23－31。
（2）野呂影勇r調査実験人間工学』日刊工業新
　　聞社，1982，37－39．
（3）　人間工学教育研究会編op．　cit．，23－31．
（4）　Heroux，　Lisa　et　al．（1988），‘℃onsumer
　　Product　Label　Information　Processing：
　　An　Experiment　Involving　Time　Presure
　　and　Distraction，”　Journal　of　Economic
　　PsycholQgy，9（1988），　195－214，
（5）　Attneave　Fred，　Applications　of　Informa．
　　tion　Theory　to　Psychology，　Holt，　Rinehart
　　and　Winston，　Inc．　New　York，1959邦訳：
　　小野茂他訳r心理学と情報理論』ラテイス，
　　1968．
（6）　Malhotra，　Naresh　K．　et　a1．“The　Infor．
　　mation　Overload　Controversy　：An　Alter．
　native　Viewpoint，”Journal　of　Marketing，
　Vol．46，　Spring，1982，27－37．
（7）　Schlinger，　Mary　Jane　Rewlins　et　al．
　“Effects　Qf　Tine　Compression　on　Attitudes
　and　Information　Processing，”Journal　of
　　Marketing，　Vol．47，　Winter，1983，79－85．
（8）　ここで最初の実験の被験者毎にこのアンケ
　　ートをとらなかったため，別のサンプルをと
TVCFの提示情報量と提示方法に関する検討（上田）
　　らざるを得なかった。そのため被験者毎の情
　　報優先度はとることができず，91名の平均値
　　である情報毎の優先度のみが得られた。
（9）　この算出は，第2－2式を0で偏微分した式
　　を0として，パラメータの推定結果を代入す
　　ることにより得られている。
（10）　鈴木雪夫，竹内啓編『社会科学の計量分析』
　　東京大学出版会，1987，27－34。
（11）この検定にはTSPが用いられた。但し，
　　データの質を向上させるため2000件（10属
　　性×40本×5人）のうち全く情報を想起でき
　　なかった28人分のデータ280件をまず抜い
　　て1720件のデータを得た。これは回答意欲
　　のないサンプルポ含まれていると考えられ，
　　それらを除玄するために実施された。
　　　更に，TSPの扱えるデータ数の制限のた
　　め，まず1720件からランダムに500件が抜
　　き出され，全ての独立変数を用いて，バイナ
　　リー・ロジット分析が実施された。この結果
　　漸近t値が1．5を下回った変数をはずした。
　　そして，1720件からランダムに700件抜き
　　出し，残った変数で再度バイナリー・ロジッ
　　ト分析が行なわれた。この結果，統計的に有
　　意となったのが表3－1に示されている変数で
　　ある。
　　　また漸近t値は求まらないが，TSPによ
　　る500件でのパラメータの推定結果を初期値
　　として，別のロジットのプログラムで1720
　　件を用いて一度にこのモデル式のパラメータ
を推定した結果は初期値とあまり変わらなか
った。それ故，TSPを用いたこの方法の妥
当性はあるといえよう。
（付記）
　この分析は財団法人吉田秀雄記念事業財団の助
成を受けてなされたものである。研究の機会を与
えて頂いたことに対し，感謝の意を表したい。また
この研究の広告の制作にあたっては，学習院大学
人文科学研究科博士後期課程の名取和幸君に，ま
たコンピュータ計算にあたっては㈱博報堂の水野
誠氏及び学習院大学人文科学研究科博士前期課程
の江森敏夫君にお世話になった。またデータやそ
の他研究に必要な機械に関しては，㈱ビデオ・リ
サi一チの八木滋氏に，画燥編集の方法や編集装置
の使い方に関しては，学習院女子短期大学図書館
の霧島浩一氏にひとかたならぬご協力を頂いた。
上記の方々に対して心より感謝申し上げる次第で
ある。最後にこの研究は学習院大学経済学部上田
ゼミナールのコミュニケーショソ・パートのメン
バーの強力なバックアップを得て成し遂げられた
ものである。彼らの骨身を惜しまぬ協力がなけれ
ばこの研究は完成しなかったものと思われる。そ
の意味で彼らゼミ生諸君との共同研究であるとい
える。彼らの名前は以下の通りである。
百名朝弥，先崎秀樹，安野克彦，馬場政隆，渡辺
亜紀子，佐々木麻美，溝淵雅美，水谷康乃，小池
教予
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APPENDIX　l
i1頁　i
ご面倒ですが以下のアンケートにご協力下さい。なお絶対に声を出さないようにお願いいたします。またア
ンケートの終了後もこの実験に関しては決して他言しないようにお願いします。
1．　ニュースの直後のコマーシャルについて覚えていることをすべて書いて下さい。
この商品についてどの程度関心がおありですか。該当する番号に○をつけて下さい。
　　　　　　　　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5
全くない殆どない　どちら　ややある　かなりある
　　　　　　　　　　でもない
「一噛’一一．幽一，ρ．■■■．■「
i2頁i　　　　　　　　　　SAMPLE　NO．
t．・ρ一一－r，．，，r．曹．．・，
（男，女）←○で囲んで下さい。
2・一翻後゜＝マーシ・ルについて覚えている≒とをすべて書いて下さい・
CF　NO．　　　　一
この商品についてどの程度関心がおありですか。該当する番号に○をつけて下さい。
　　　　　　　　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5
全くない殆どない　どちら　ややあるかなりある
　　　　　　　　　　でもない
44
　　　　　　　　　　　　TVCFの提示情報量と提示方法に関する検討（上田）
APPENDIX　2
　　　　　　　　　　　　　　CM属性に関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和63年11月
（調査に対するご協力をお願いします。）
Q1－1．あなたが小型のパソコンを実際にお買い求めになるとしたら，以下の商品属性に関する情報をどの
　　　程度優先的に求めようとなさいますか？
　　　あてはまる番号を0でお囲み下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　後　　ど　　早　　真
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番　で　　ち　　く　　っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で後　も　　ら　　知　り先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ回　よ　なで　たり　たに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし　 い　いも　　い　　い知
　　　　　　1．メーカー名　　　　　　　　　　　　卜一一一一十一一十一一十一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　3　4　5
　　　　　　2．商品名　　　　　　　　　　　　　　卜一一十一一十一一十一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　3．新製品かどうか　　　　　　　　　　　ト“一十一’一　一一十騨一十一一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　4．重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聾一一一十一一十一一r－d－一十一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　5．パソコン通信機能の有無　　　　　　　卜一一十一一十一一十一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　6．メモリ）e－…ドが使えるか使えないか　　トー・一一十一一十一一十一一一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　7．ディスプレイの種類　　　　　　　　卜一一十一一十一一十一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　8．価格　　　　　　　　　　　　　　　　卜一一一十一一十一一一一十一一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　9．ICカー一ドが使えるか使えないか　　　F－一十噸一十哺一十一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
　　　　　　10．フロッピーデdスクドライブの種類　卜一一一十一噂十一一十一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
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卜一一十一一十一一十一一→ILディスプレイの階調数
　　（非カラーの場合）
12．電源の種類（充電式か交流式か） 卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　　3　　4　　　5
卜一一十一一十一一十一一1
1　　2　　3　　4　　5
13．青声出力可能の可’能性
卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
14．主メモリーの大きさ
卜一一十一一一・一十一一十一一→15．小型テレビ内蔵の有無
F－一一十一一十一一十一一昭
1　　2　　3　　4　　5
ヨ6．ハードディスク内蔵の有無
番一一一十一一十一一十一一→17．CPUが何ピットであるか
卜一一十一一十一一十一一一奮18．UNIXの対応の有無
19．どこのメーカ…一のソフトが使えるか 卜一一十一一十一一十一一一→
1　　2　　3　　4　　5
卜一一十一一十一一十一一→20．ハンドヘルド性の有無
卜一一十一一十一一十一一イ21．MSウィンドウが標準的に
　装備されているか
卜一一十一一十一一十一一→
1
22．NECのアリンターが使えるか
卜一一→一一一一十一一十一喝一→23．MS－DOSを内蔵しているか
卜一一十一一十一一十一一→24．マウスが使えるか
トー一十一一十一一十一一→25．専用ラムボードがあるかどうか
26．イメージスキャナーが対応しているかトー一一十一一十一一十一一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　2　　3　　4　　5
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27．キーボードは親指シフトかどうか トー一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　　5
28．多彩な外部インターフェイス
　があるかどうか
卜一一十一一十一一十一一1
1　　2　　3　　4　　5
Q1－・2．あなたは小型パソコンにどの程度関心がおありですか？
　　　該当する番号に○をつけて下さい。
全
く
　
な
い
殆
ど
　
な
い
ど
ち
ら
で
　
も
な
い
か
な
り
　
　
あ
る
　
や
や
　
　
あ
る
卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　　　　　3　　4　 　　　5
Q　2－1，あなたが飛行機を用いた国内旅行に行こうと思い，情報を求められておられる時，以下の旅行パッ
　　　　ケージに関する情報をどの程度優先的に求めようとなさいますか？
　　　あてはまる番号を○でお囲み下さい。
1．旅行先
番
後
回
し
　
で
よ
い
後
で
も
よ
い
ど
ち
ら
で
も
　
　
　
な
い
早
く
知
り
　
　
　
た
い
真
っ
先
に
知
　
　
り
た
い
卜一一十一一十一一十一一イ
　　　2　　3　　4　　51
2．期閥 卜一一十一一十一一十一一｛
1　　2　　3　　4　　5
3．温泉の有無 卜一一十一一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
4．ホテル名 卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
5．価格 卜一一十一一十一一十一一4
1　　2　　3　　4　　5
6．時期（何月か》 卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
7．レンタサイクル
　の有無
卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
8．旅行先の情緒的
　特徴
卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
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9．飛行機会社名 卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
10．主催旅行代理店名 卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　3　　4　　5
Q　2－2．あなたは旅行パッケージにどの程度関心がおありですか？
　　　該当する番号に○をつけて下さい。
全
く
　
な
い
殆
ど
　
な
い
ど
ち
ら
で
　
も
な
い
か
な
り
　
　
あ
る
　
や
や
　
　
あ
る
卜一一十一一十一一十一一→
1　　2　　　　　3　　4　　5
